■ 


日本 エー アイ シー 



で検索してください< 


www.aladain-aic.com 


愛情点横 


の 


長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を 

♦油ちれびずる 

このよ3な ♦白煙び出たり、強いにおいびする 

巧がは ♦ 運転中、異常な音げする 

おり ま 廿んか ♦何度も同にラ-表示び出る 
• その他の異常や故障びある 


•石油フアンヒーターの補巧用性能®品の巧有期巧は 
製 Jiff 切りを、6年です。 



故障や事故防止のため、スイツチを 
I ClEffl 切り、コンセントか5崔源プラグを 

ホ I 卜 巧いて販売店に点検-修理をご相談 

^ ^ <ださい。 

《2シーズンに1回程度の定期点検をおすすめします。 


ご相談や修理は- 

•故障修理を巧巧されるとをは 

次の事項をご連絡ください 
①故障の状況 
©型式 （ AKF - S 324 N ) 

③ 製造番号（本体ち側面のラベルに記入してあ0ます） 

④ お買い上げ年月曰 

⑥おなまえ、おところ、崔話番号 

•修理に出ずとを、運がずるとをは 

給油タンク、油受皿の灯油を巧いてください。 


_が障•修理の際の連結巧____ 

修理-故障などのアフターヴービスについてご不 
明な点はお買い上げ販売店か、下記へお問い合わ 
せ < ださい。 

日本エーアイ•シ—巧巧を社 お客さま相談室 

函0120 -88-3090 

受付時間：平日目： 0日〜17:0日 
(±曜•日曜•祝日.夏期休暇-年末年始を除く） 

•お客さまメモ 

アフターサービスのご連絡に便利でず。 

"" お買い上げ年月日 _ 年月 E 

お買い上げ販売店 


電話 （ 


担当 


日本エーアイ•シ—株式舍な 本社〒目7を246吕巧靡!！加西市别巧町39己を巧 SO 790 (44)1 02己 


この商品は巧がでは巧用でをません 。 (FOR USE IN JAPAN ONLY) 


AKFS 324 NIN 白 07 : 


特に注意していただをたいこと 

点横•ぉ手入れ*廃棄， . 

各部のなまえ 一 .. . 

各部のなまえとはたらき……… 
ご使用前の準備 

点火する前の準偏と確認" 

使用燃料について . 

給油のしかた，… . 

時計の含ねせかた . . 


使いかた 

点火のしかた . . . 

消乂のしかた.. . 

チャイルドロックのしかた 
室温謁節のしかた . 


eco 運転のしかた C C C C cl 7 
タイマー予約のしかた ."18 



保証書別添付 



A ミ主意 

巧! I した待ち巧し巧油 
巧巧ぶ禁 


スプレー巧《巧 


S るとさ消义 


正しく使って上手に節紙 


を器ぞ蠢 


A 警告 


故障かな？…‘ ... 

異常のお知6せと処置のしかた 
曰常の痛検とお手入れのしかた 

定期点橫について . 

部晶交換について . 

保管のしかた. . 


牡様.…， . . . 30 

保証とアフターサービス . 31 








































C 必ずお守 0 ください j 

巧に注意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人への危害，物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 

次のよラに説明しています。 

■表示巧容を無視して誤った使い方をしたときに生じるち害や損害の程度を、巧の表示で区分し、説明して 
いまず。 


A ち巧 

この表示の巧は、 r 人が死 t ： または重なを負う周を、または乂災のを换が 
切迫して生じることび想定される J 内容でず。 

么舊告 

この表示の煩は、 r 人が死 t または重傷などを負う可能な、または义災の 
可能性が想定される」内容でず。 

A ミ主意 

この表示の w は、 r 人が傷害を負う可能性や物的損害の発生び想定される J 
巧容でず。 

■お巧りいただく内容の種巧を、次の給表おで区分し、説明していまず。 

⑩ 

、 

このお表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 


この給表示は、必ず実行していただく r 指示」内容でず。 


应酬 DANG 即 1 


■ガソリン厳禁 



KEROSENE ONLY 
ガソ U ン厳禁 


•ガソリン、混合油（農機具 
用）など揮発性の高い油は 
絶対に使用しないでくださ 
い。 

火災の原因になります。 
灯油 （ J に1号な油）を使 
用して < ださい。 



AS 告 (WARM 


ご使用中 

•換気せずに使用しつづけない 
でください。 

•窓の凍結や地下室など換気び 
;時?居 十分に行えない塌所では、使 
り〜 si )) 用しないでください。 

換気する 酸素が不足すると、不完全燃 

焼し、一酸化炭素などが発生 
して中毒になるおそれがあり 
ます。 


■換気必要 



■スプレー宙厳禁 ■寝るとを消义 



参殺虫剤などのスプレー吿を 
温風のあたるところに絶対 
に放置しないでください。 
熱でスフレーちの圧力び上 
びり、爆発し、危険です。 



•寝るとさや外出するとさは、 
必ず消乂して < ださい。 
予想しない事故が発生する 
おそれびあります。 


2 


A 警告 (WARNING) 


ご使用中 


I 通風吹出□をふさがない 


■巧槪性ガス巧用度巧! 



•衣類、紙などで温風吹出□や前 
面ガード、空気取入□をふさび 
ないでください。 

衣類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や乂災の原因になりまず。 


■電源コード•電源プラグを傷めない 


0 



•フアンヒーターを 使用して 
いる部屋で、可燃性ガスび 
発生ずるもの（ベンジン、 
シンナー）や、スフレ ーを 
使用しないで < ださい。 
乂災や故障の原因になります。 


■めれた手で電源プラグの巧を差し 
はしない 



/曲げる、ねじる.引っ張るなど無理な力を加え、 
たり、 高温部に近づけた0、重い物を乗せたり、 
束ねたまま使用しないで < ださい。 

また、霉源プラグを抜 < とさはコードを持って 
\引き抜かないで <ださい。 / 

•傷んだまま使用すると、乂がや感電の原因に 
なります。 

参コードやプラグの修理は、販売店にご相談く 
ださい。 

■コンセントや配線器具の定格を超 
える使い方や、交流10 0 V ながで 
の使用はしない 




めれ手禁止 



•感電の原因になります。 


■電源プラグのお手入れをずる 


0 



〇 


♦ときどき、プラグを抜きほこ 
り等を乾いた巧でふきとって 
ください。 

•フラグにほこり等がたまると、 
湿気等で絶縁不良となり、乂 


>たこ足配線等で、定格を超えると、発熱によ 
る火災の原因にな0ます。 


■電源プラグは確実に差し込む 




■デジタル表示部に 「 H 83 J と 
表示した5、使用しない 


0 


•異常燃焼し、乂災の原因に 
なります。 

•販売店へご連絡 < ださい。 


また、傷んだフラグ-ゆるんだ 
コンセントは使用しないでください。 

>差し化みが不完全ですと、 

感電や発熱による乂災の原因になります。 




間 







3 
















































































A 锁 CAUTION) 

給油 


■給油時消义 


〇 



•給油は必ず消乂 
してから巧って 
ください。 
乂災のおそれが 
あ0ます。 


■油漏れ確認 



•給油ロロをは正しく、確実に締 
めて < ださい。 

•口金を斜めに締めたりずると、 
簡単に□金ががれて、乂災のお 
それがあります。 

•給油口□金を下にして、油漏れ 
がないことを確かめてください。 


■居室内給油 
禁止•給油 
時义気禁止 


0 



•給油は必ず居室 
かの义の気のな 
いところで巧つ 
て < ださい。 
义災のおそれが 
ありまず。 


使用ずる場所 


■変質灯油 
使用厳禁 

0 

•持ち越したな油 
好油 1 U がの油、 
水、ゴ S が混入 
した好油などは 
使用しない。 


•異常燃焼や故障 
の原因になるお 
それがあります。 


■可燃物か6離す 

〇 




15 cm 


15 cm ■、■し 

以上 Aright 



cm 


ふずまや障子などの可燃物 
から上記の距離をとらない 
と乂災のおそれがありまず。 


■スプレーや化学薬品を 
使用ずる場所で使わな 
い（理•美容院、ク U — 
ニング店、メツキ、塗装、 
脱脂、洗を工場など） 


■高地(標高1500 
W 上)使用禁止 


0 


0 

フ□ンガスや塩索系溶剤は有養な 
ガスの発生により、健康を害ずる 
ことになります。また、鏡やガラ 
スなどを傷め、金属がさびた0、 
謀維製品の変色、損傷、器具の故 
障の原因になることがありまず。 


•不完全燃焼ずるおそれ 
がありまず。空気お度 
が巧いので、正常燃焼 
の確認と換気にま意し 
て < ださい。 


m 


■次の場所では使わない 


0 


•水平でない場所、不巧定な場所 
•不安定な物を乗せたがなどの下 
•風のちたる場所や部屋の出入□、屋か 
参巧が巧ガスの発生ずる場所•たまる場所 
♦人のいない場所(通ま、飼育室など） 

每 

乂災の原因になることがあります。 


•マントルピースなどフアンヒ 
一夕一が囲われる場所 
♦ほこり、湿気、金属がのをい場所 
♦超音波加湿なを使用している部屋 


原因ホる 


ことがちります。 


参直射扫光がおたる場所 



給油タンク巧の空気が!陵張 
し、な油があふれ出て、油 
漏れの原因になることがあ 
ります。 


、 


4 


(CAUTION) 


ご使用中 


I カーテン、可燃物近接禁止 


0 



•カーテンやあ類-ふとんなど燃えやずいちの 
のそばでは使用しないでください。 

乂災のおそれがあります。 

タイマー予約ずるとさも、可縣物がそばに 
ないか確認してください。 

■温風吹出□に異物を入れたり、 
放置したりしない 


0 



•温風吹出口や吹出口内部に紙、巧、 

フラスチックや、マッチ、ガスライターなど 
を入れた0、放置したりしないで<ださい。 
発乂や破裂の原因になります。 


■温風に直接長時間 
あた5ない 


0 



•低温やけどや脱水症状になる 
おそれがあります。 

•温風を直接吸い込まないでください。 

気分が悪くなる原因になることがあ0まず。 


■異常時使用禁止 

0章 



ダ 


•すずの発生、におい、炎の色など冥巧を感じた 
ときやミ由焉れがあったときは使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼のおそれびあります。 

運おスイッチを「切」にし、巧源フラグを巧き、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 

■高温部に手などふれない 




接が禁止 



•燃焼中や消乂直後は、溫風吹出口に手などふれ 
たり、巧部に手を入れたりしないでください。 
やけどのおそれびあります。 


r 低温やけど」について 

•比較的低い温度 （4 □で〜60で）でも長時間 
巧ふの同じ所が熱せられると、熱い、痛いな 
どの自覚症状びなくても低温やけどのおそれ 
があります。 

•次のような方は特にごを息を！ 

•乳幼児、お年寄り、皮ふの弱いち 
•眠気を誘う薬（睡眠案、かぜ薬など）を服用 
されたち 

•深酒する方•お労の激しい方 


特にお子さまやお年寄りなどのご自分で操作でさないちが使用ずるとをは、周囲の人が十分注意してください。 




ち 








































































■電源プラグを巧いて 
消义しない 


A 注意に AUTION) 


ご使用について 

■水をかけたり、 

重いものを乗せない 


■持ち運ぶときは义を 
消して給巧タンクを巧く 


0 



0 


•消乂を、送風が止まるまで電源； 
プラグを抜かないでください 。 i 
温風 ^^® iA 口や天板が高温に I 
なり、やけどや故障の原因と； 
なります。また、強いにおいが^ 
でる原因になります。 i 



〇 


参がの入った容器や骑を上に乗せない 
でください。水が内部こ入ると感電 
や故障の原圓こなることがありまず。 
♦本体の上に乗5ないでくださし、。 
天板びへこんだり、やけどのお 
それがあります。 



•傾けないよラに静かに運んで 
ください。特に階段などでは 
油漏れのおそれがありまず。 
•引っ越し等の凰お時は必ずな 
油を抜を、傾けたり、横倒し 
の状態で運搬しないで < ださい。 


■フアンヒーターを使用している部屋では 
シリコーンを使わない 


■熱に弱い麻にはマットなどを IK 


Q 


〇 


•本体近くでシリコーン配合の枝毛用コート液-化粧品-つや出し剤 
などは使用しないでください。燃焼部にシリコーン酸化物が付着* 
し、異常燃焼や点乂ミス、途中消义の原因になることがありまず 。 t 
I シリ コーン配合の商品には下記のようなものがあります。 \ 

ヘアケア商品(ヘア-トリトメント、ム-ス、枝朝〕-卜あ)、ガラスクリ-ナ-、お麻力-ワックス、化学ぞうきんなが 


参熱に弱い材質の床面は変色、ヒビ割れ、そ 
り返りなどが発生することがあります。ま 
た、ほこりやたばこの煙などで変をずるこ 
とちあります。保護のため熱に強いマット 
などを敷いて < ださい。 


点検-お手入れ-廃棄 


■ほこりの除去 

〇 燃焼 ■ 温風空気 
取入□フイ ルター 


1お案するときはな油を巧く ■分解修理 • 改造の禁止 



〇 




♦燃焼•温風空気取入ロフィルターは、 
週1回切上必ず掃除してください。 
ごみ、ほこりなどでフィルターがつま 
ると、異常燃焼のおそれがあります。 


■保管時はな油を抜く 


〇 


•保管するとをや長時間使用 
しないときは、必ずな油を 
巧いてください。 

(0^2 8ぺージ） 

傾けてたり、横倒しの状態 
では保管しないでぐださい。 
油漏れや乂災のおそれび 
あります。 


• 本巧を廃棄処分ずるときは、 
必ず給油タンク、油受皿内の 
'な油を市販の給油ポンプ等で 
巧き取ってください。 
(0^28 ページ） 

口油が入ったまま廃棄ずると 
リサイクルの際思わめ事故に 
なるおそれびあ0まず。 

■お手入れずるときは 
本体がおえた後、 

電源プラグを抜いて 
か6巧う 

電源プラグ 
を抜く 

•感電-やけどの原因に 
なることがありまず。 


分昭禁 JLh 

•改造して使用しないでくださし、。 
•修理技術者 L ソ外の人は絶対に 
分解、修理は行わないで 
ください。 

•故障、破損したら、使用しない 
でください。異常燃焼や乂がの 
原因になることがありまず。 

■長期間使用しない 
とさは電源プラグ 
を巧く 

运 

電源プラグ 
をあく 

•乂災や予想しない事故の 
おそれびあります。 



燃焼確認窓 


各部のなまス 


燃焼*温風空気取入口 
フイルター 

(燃焼-温風空気取入口) 


@属品) 


室温センサー 


コードホルダー 
善し込み穴 


給油タンク受 
電滋ポンフ I ，ん 


油受皿 


溫風吹出 □ 


キヤビネツ 


お願い ( NOTICE ) 


本体をひきずらないでください。 

床面、畳、じゅうたんなどを傷つけたり、本体底面の塗装が 
はがれて、さびの原因になることがあ0まず。 


給 ミと 由警 


給油タンク 


油屋計 


上ぶた 


V レ/'ルツキン帰) 

マ/ ^抬油口□金の 
^ 奧にあるか確 

¢9 詔してくださ 
し、〇 


>。ソ ^ 


電源プラグ 


八ンドル付 
給油口 □金 


コードホルター 


総由□□金 


送風フアン 


里幫 S 熙 


スポ仆 

※お手入れのとさに必要でずの 
で、なくさないよう保管して 
<ださい。 

※使用しないとをは、コードホ 
ルダー善し么み巧に引っかけ 
ておいて < ださい。 















さ部のなまえとはた 6 を 


表示部 
操作部 


表示部は説明のため、全部表示したものです。実際の運乾のときは該当部分び表示されまず。 


ク U —ニングポタン 


>クリーニング（か5巧き） の 
ときに使用。 

(0^26 ぺージ） 


獅表お 


f 点の：油切れ消乂までの運転時間 
のゆやずを表示。 


(点巧)：給油をお巧5せずるブザー 
び鳴っているとを。 

(厮13ぺージ） 


換気表お 


室内の換気が必要な 
とを、不完全燃焼防 
止装置が働くと r 点滅) 
自動消义しまず。 

〔ピ ピッピピッ） 

20秒間 


デジタル表を 


•運転スイッチ「入]——設定溫度と室内溫ちを表示。 


•運転スイッチ r 切」- 
•タイマー予約時一 
•給油タンクが 
r 空 J になつたとを- 


-現在時刻を表示。 

-設定時刻を表示。(約10秒献 



J 


•故障.異常時- 


参バックライト 


残りの巧お時間のめやすを表示。 

炒なくとも表示時間 1 UJ 端賊します 
豚1が一:;） 

自己診断表示記号を表示。 
(^1^22ぺージ） 

点なしません。 


3時間延長ポタン*ランプ 


•運巧を巧廝-延長ずるとをに。 
f ( 0^1 6 ぺージ） 

府影：消しちれ消火装面こよる 
消义の予告。 

(ピ ピッピピ^ 

10歌間 


短の：自動消义中。 

♦3 砂間巧ずと、チャイルドロックに 
な0まず。0^1目ページ） 


設定湿度/時昼 


ノ 


的湿度/巧 離/タイト調節 


即時}弓 分 


eco ボタン， 

ランプ 


•0 CQS | g に使用。 
( B 這 M 7ぺージ） 


がな): eco 運 
転中。 

•3 秒居!巧ずと時刻 
合わせにな0まず。 
(0^1 4ぺージ） 


タイマーボタン 
ランプ 


タイマー予約の閒お、取0消 
しに。([^18、19ページ） 
麻の :タィマー予約 • 
タイマー運お中。 
够療 タイマー巧巧の 
お了予告0 

( E ~ E ^ 

10砂聞 


給油表示 


席巧）： 油切れ予告。（給油タンクが巧の巧態） 

3ぺージ） 

CHEE) 

曰秒間 

麻み：消义が近い時または油切れ消火時。巧切れ消 
乂時はデジタル表示部に rui 3 j を表示。 
( i [ I ^22 ぺージ） 

C ^ EE ) 

10秒間 




度/タイマー謂節ポタン 


通度雨節-タイマー予約の時刻 
ちわせ、時計の時刻合わせに。 
(0^14. 17、18ぺージ） 


運転スイッチ•運乾ランプ 


V 








































































































































2 

3 


水平を確認ずる 

参水平で丈夫な床面に設担してください。 
•水平でないときは、水平な場所に移動する。 


電源プラグをコンセントに差し込む 

•コードホルダーを開き、暫源コードをのばして差し&む。 
空源コードを束ねたままにしないでください。 



交流 lOOV 

命 


•給油タンクは本が:に取付けてください。給油タンクが本体に取付け5れていないと、 
運乾ランプび点滅しまず。 


rui2j と表示し、 


fc 綱 Bia 

•電源プラグをコンセントに善し这むと、デジタル表示に ru 10」と表示し、運乾ランフが点滅ずることが 
ありまずび、運乾スイッチび「入 J になっていたためで、異常ではありません。 

運拓スイッチを押して、「切」にしてください。 

デジタル表示がになり、運転ランフが消好します。 


お部屋の f 呆温をしましよ 



効果的に使用しましょう 


カーテンを二星にして床までにずれば、 

お部屋の熟を逃さず、おかさが保てまず。 



ご巧用前の巧備 


点义ずる前のを備と確認 


フアン ヒー ターを取 D 出ず 

♦各部の包装部材を全て取り除きまず。詳しくは、箱上面の r 開こんのしかた」をお読みください。 


ん 

せ 

ま 

D 

友 

ホ 

可 

常 

異 


る 

} 

八 

し 

色 

変 

VI 


で 

の 

ち 

る 

ぶ 


敵 

る 

} 

ん 

こ 

か 

を 

にる炎 

卜い 。 C 

スてる筒 

テつい焼 

焼残て燃 

燃がれる 

の油めえ 

で打び見 

場の I り 

H 量夕よ 

、少ルロ 

はにィ出 

と皿フ吹 

こ受油風 

の油給温 

次 
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ご巧用前の準備 

使用燃料について 


燃料は必ずな油 ( J 旧1号な油)を使用してください。 


A 酬 DANGER) 


な油とガソリンの見分けかた 


指先につけ息を吹をかける。 
(义の気のない巧で巧って < ださい。) 


ガソリン巧禁 



ガソリンな禁 


ガソリン、混合油（展機具用）など揮発性の 
离い油は、絶対に使用しないでください。 
乂災の原因になります。 


lliii 1(^ ノ U ンはトグ 

I めれたまま U ずぐ巧 く」み户 T 

聞 IJ びつきにくいときは、お買い上げ^ 
V の燃斜店にお問いをわせください。ノ 


(CAUTION) 


巧質な油-不純灯ミ由は巧わない 

変質した持ちがしな油 
使用族禁 

•異常燃巧や故障の原因になることがありまず。 


を写口巧 

•古いな油（昨シーズンより持ち越した灯油） 
• 日光の当たる場所、高想の場所で長期間保管した灯巧。 
特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあけ、 
て長期間保管したものはを寅しまず。 ] 


極度に変質したちのは黄色ほびかったり、 
酸っぱい臭いがします。 


•点义しにくくなったり、白煙び出まず。 
•消义時のにおいび強くなったり、点乂し 
てちずぐ消えたり、暖ま5ないよラにな 
0まず。 

•燃焼が悪くな0、においがしたりして、 
巧全装置が作動します。 


不願油 

•灯油がの油（てんぷ5油や機械油、重油、 
ガソリン、シンナー）などびほんのわずかで 
ち混入した好油。 

•水やごみ、ドラム吿のさぴなどび、混入した灯油。 
•好巧水な剤やか燃剤を添加したな油。 


万一を質打油や不純な油を使用したときの処旦 

不良な油を除き、給油タンク、油受皿の内部をきれいなな油で洗い、クリーニング（から焼き）をして 
か5ご使用ください。 （26 ページ「クリーニング（から焼き）」） 

それでも効果のないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。（分解•おおび必要でず） 

巧油のお棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談くだをい。 


変質打油、不純灯油び原因でサービスを依巧されたとをは、保証期間中でち 
[ j 呆証の对をかとなりまず。_ ___ 


な油の保管のしかた 


义気、雨水、ごみ、高温及び直射日光をおけた場所に必ず保管ずる 


•灯油は墅シーズンに持ち越さない。 

シーズン終了前に使いをってください。 
•灯油は直射日光を避け、青や赤など盾色され 
たポリ容器（灯油用）で保管してください。 
ポリ容器のふたは確実にしめてください。 


•ポリ容器に雨水び 
かか5ないよラに。 
ポリ容器のな油に水 
が混入し、燃焼不良 
の原因にな0ます。 



良い保管 悪い保管 









































































I 10 I に変ゎ 
イまず。 
w その後ブザー 


に変わってから油切れ消乂までは。10 I の表示を続け 


-が日秒間鳴り、 M 表示が点滅し、油切れ消火 
が近いことをお知5せします。ブザーが5秒間鳴っている間は 
博油 1表示は点滅、それがは点巧します。 


点滅を、点な 


庶滅 - 


鹽 

i 颐 


4 


巧油がなくなると自動消乂しまず。ブザーが10秒間鳴り、 
键溫表おが消打。 固 お!表示が点滅。 「 U 1 引を表示し点滅 


しまず。 



給油タンクの油が少なくなると 

^11と置翻表示が点灯。ブザーが5秒間鳴0、デジタル 
表示部に油切れ消乂までの運転時間のめやすを表示しまず。 

• 30 と表示。残り燃焼時間は約30分の意巧です 
•燃焼は中〜弱で燃焼します。運転時間のめやすは中で燃焼 
が続いた場合を表示し、表示時間上の運転が可能です。 

(お部屋が暖まっている場合など使用環境によっては、表 
示時間より大幅に燃焼時間び長くなります） 


2 


表示は r 30 I 、I 20 I のように10分さざみで切り替わつ 
ていきまず 。I 20 1 のとをはブザーが日秒間鳴りまず。 


ご使用前の準備 

給油のしかた 

必ず消乂してから行ってください。 


お願い ( NOTICE ) 


• 口金八ンドルを利用して給油タンクを持ちはこぶとき、1本では不巧定となりますので2本の口金八ン 
ドルを持ってください。 

• 給油口が変形しまずと油漏れの原因となりまずので、ぶつけたりしないでください。 

♦給油タンクを落とすと、油が漏れたり、ケガをずることがありまずのでご注意ください。 

• こぼれた巧油はふいてください。 

• □金の周辺やくぼみに打油がこぼれた!5、巧などでふき取ってください。- 

下に向けたとをこぼれまず。 

• そのとを、スキマに指を差し込むとケガをしまずので注意してください。スキマ 



と圖通 


國 


犯 分 


残り燃焼時間表示について 


徹由 



お使いになる1 
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ご巧巧前の準備 

時計のをわせかた 



運転スイッチが「入」の状態でも時刻設定できます。 


た刷打 a 

•電源プラグをなくと、再度時計の時刻合わせをやりなおず必要びありまず。 
•夜中の12時の場合、表示は I 日ぶ [JJ でず。 
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使いかた 

点义のしかた 

安全のため運転開始後3時間で自動消义します。 


i 線涯を/骑室!^温度/分 

。口でにう 

CU 〇 

\ _ J 


鑛款 


チ P イルド叫クイ 
(3 が押し） 


運転継続-延長 


な乂-消火 


点火する 


、切/入ノ 


を押ず 


•運転ランプが点口。 

•デジタル表示に設定温度と 
室内温度を表おします。 （例） 


運転スイッチは、安全のために他の 
スイッチと違ったものを使用してい 
まずので、少し強めに押してください。 


設定温度/時き巧温度/巧 

[ 1 〇 ^ 


約2分後、自動点乂し、送風が始まります。 


I 燃焼確認窓か5炎の状態を確認する 




燃焼確認窓 


a 




正常燃焼（青色の炎） 

•次のような場合は異常ではありません。 

^黄色の炎が時々まじる。 

弱燃焼時に網の部分が赤く見える。 

異常燃焼（黄乂燃焼） 

• 次のよラな場合は異常です。 

=>大さな黄乂が出る（すず発生の原因になりまず） 
づ音やにおいがずる。 

•運転を止めて、お買い上げの販売店へ連絡して 
<ださい。 


6測 MEi 

•点乂時、「パチパチ」と音がしたり、数回「力 
チッ」と音がして、お部屋の照明が一瞬変化ず 
ることがありまずが、異常ではありません。 
•運乾スイッチを「切」にした状態でも、 

約1 W の電力を消費しています。 


•超音波加湿機を使用している部屋ではファンヒー 
ターを使わないでください。 

赤褐色の炎になったり、水質によってはフアンヒ 
—ターが故障する原因になりまず。 


1已 

















使いかた 

消义のしかた 


消乂する 


: S 細す 


参運転ランプが消巧。 

•燃焼が停止し、一旦送風が止まり、再度送風して 
約3.已分後運転が停止します。 


消火 


消乂直後に電源プラグをコンセントか5 
巧かないで< ださい。においが出ます。 


/継続. 

独ちずる/ 


部屋の換気をしてから 


fl ) を押ず 


ま全のため運転開始後3時間で自動消火します 
(消し忘れ消乂装置により、万一の事故を防ぐため） • 
•運転ランプが消なしまず。 冷時齡 

•3 時間延長ランプが点灯します。 Ivfly 


•運転中はいつでも押したとをか5 
3時間運転を継続でさます。 

• 2 時間4己分経週したとを 
3時間延長ランプが点滅。 （ 

\レ 

この時に^を押すと、 

消乂せずに運転を継続でさまず。 

•自動消乂したとを@を押す 
3時間延長ランプが消な。 

巧したとをから3時間運転します。 



ピ ピッピピッ) 
^ (10 秒間） 


參 


す+7^11, k、「l W 々の I 十!、片が？さま®いたず5操作を防ぐことがで5まず。 

アでづル ru ノノん>レ心/し運転中でも運転していないときでも、チャイルド□ックできます。 


m をピッという音が鳴るまで 

チトイルド□ツク 約3秒間巧す 


♦デジタル表示部に-«と表示します。 


(3 秋巧し） 


取り消すときは再度 ( f ) をピーといラ音が鳴る 
まで約3秒間巧す 


•デジタル表示部の—《という表示が消えます。 


fe 制 BUI 

デジタル表示部に—《を表示しているとをはすベての操作ができません。 
•ただし、運転中は運転スイッチを「切」にでをます。 

•チャイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 
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使いかた 

室温詢節のしかた 

12でから30での範囲で室溫調節できます。 


離温度/時まの湿度/5^ £(|/夕< 卜調節 


© I み T !弓 1 



0 


持刻合だ 

(WJf し） 



'運転、 

、切/入ノ 


'室温謂節 


"sic 

\切/入ノ 


を巧ず 

(運転中は押さな < てよい） 


>運乾ランプが点打。 


2 


(-) または W を巧ず 

• 12で未満、3 〇でを超えては設定できま 
せん。（ブザーでお知5せします） 

•押し続けると連続して温度が変わります。 
一度セツトすれば記憶されます。 


温度を下げるとき 

© を押すごとに1でずつ下がりまず。 
(例） 

|20で>119で|巾8で卜が 2 で 
温度を上げるとさ 

@を巧ずごとに1でずつ上がりまず。 
(例） 

20でぃ 21 でぃ1 22 で|>-[ 3 〇で1 


*綱材。 

•電源プラグをコンセントか5抜いたり、停電した 
とをでも設定温度は記憶されていまず。再度セツ 
卜する必要はありません。 

♦室温の表示は、室内平均温度のめやすでず。 

設置条件等により必ずしも寒暖計の温度とは一致 
しません。 

•室温が日で1^下でも「〇で」が表示されます。 


• HO 表示が点打しているとき、燃焼は「中」 
下になります。 

♦暖かい曰（秋口や春先など）狭い部屋でご使用に 
なる場合、室温び設定溫度より上昇することがあ 
ります。（暖房負荷が小さいために、弱燃焼でも 
暖めすぎになります）このよラなとさはひかえめ 
ボタンを巧してください。 


使いかた 

eco 運面のしかた 

暖めすざを防止して、節約暖房したいとをにご使用ください。 


fmi ] を巧ず 

V 切/入ノ （運転中は押さなくてよい） 
•運転ランプが点好。 


ご^ を押す 


• eco ランプが点なし、 eco 運転を 
開始します。 

•運転スイッチを「切」にしても、一度セッ 
卜すれば記憶されます。 

•取り消す時は再度ボタンを巧してください C 


ii 瓶 iBia 

• eco 運転中は室温が設定温度より低めに（最 
大2で）表示することがあります。 

•タイマー予約にすると eco ランプは消なしま 
すが、 eco 運転は取り消されません。 

•電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した 
ときは eco 運転の設定は取り消されます。 

•設定温度より3で上がると消乂し、設定温度より 
rc 下がると点乂しまず。 

eco ボタンを押すと、時間に関係なく上記条件 
になると eco 運転になりまず。 


使いかた 
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使いかた 

タイマーモ約のしかた 

あらかじめお部屋を暖めておきたいときにご使用ください。 



2 


巧在の時刻を確認ずる 

•現在の時刻を合わせていないときはタイマ 
一予約でさません。 

を巧ず 

v^/V (運乾中は押さなくてよい） 
•運転ランプが点灯。 

•運転スイッチが「入」になっていないと 
タイマー予約でをません。 

〇 


3 © 


タイマ^み1田"3* 


•々イ T 7 —う、ゾづ巧口 

•デジタル表示の「時」「分」が点滅。 


>タイマー表示が点滅。 


4 



でハロ/ロィ 

ノ イ碑 /イ え: 

) またはけ^を巧し、 

時巧を設定ずる 

♦ ©を押すごとに進み、©を巧ずともどります。 
• 1回巧すごとに1日分ずつ変わりまず。 

•巧し続けると表示が連続して変わ0ます。 
•約己秒後運転ランプが消巧し、燃焼中の場合 
は自動消火しまず。 



つたかタイマー機能 


お目ざめの時には暖かくなるように、予約 
した時刻より早< (己〜1己分前）運転を開 
始しまず。 

室適が1目で未満のときはその曰のお部屋の 
溫度によって点火ずる時刻が変わりまず。 

室温が1 6 t ! lU 上のときは設定した時刻に運 
転を開始します。 


だ 


r 時」 r 分 J が点滅している間に合わせて 
<ださい。 

(例）午前6時30分に予約したいとき 
デジタル表示の表示を 

に含わせる 


tJA 


約己秒後自動的にタイマー予約になり 
消乂しまず。 

タイマー予約時刻の設定だけしたい場合は、 
再度©を巧してタイマー予約を取り消し 
て < ださい。 


お願い ( NOTICE ) 


•停里したときや電源プラグを抜いたときは 
(毎通里を運乾ランブ点滅） 

デジタル表示に 「 U 10」が表示されまず。 

運転スイッチを「切」にし、手順「1」か5やり 
なおしてください。 
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• 地震や強い衝擊があったとき、給油タンクを巧い 
たとき(運転ランプ点滅） 

デジタル表示に 「 U 12」が表示されます。 

運転スイッチを入れなおし、タイマーボタンを巧 
してください。 


使イマ—モ11 
のしかた 



安全のため約1時間 
で自動消义しまず。 

巧巧ず 

(運原中は押さなくてよい） 


2 


♦運馬ランプが点な。 


〇 


@巧巧ず 

約5砂を「ピピッ」と音が鳴り、 


運転ランプが消なします。 

燃焼中の場合は、自動消乂します。 

曇々イ。一ちンプだホ了 

•タイマー予約時刻を表示。 （10 秒間） 

•約1曰秒をに時計表示にな0、タイマー表示 
び消打します。 

•室温が低いほどあつたかタイマー巧能によつ 
て予約時刻よりち早く運おを開始しまず。 
•ピーピーと10砂間鳴り、タイマーランプ 
点滅。 

•運転ランプが消な。 

•タイマーランフは点巧のまま 。ゾ 

• ^ 

燃規中にをィ叫を巧ず 

•タイマーボタンを押して、タイマー運おを 
取り消してください。 

♦タイマーランプび消灯します。 



タイマー運転中 

予約時刻になると自動的に点义 

命 

消义ずる10分前 

命 

約1時間燃焼し、自動消义 


r 


自動消义させずに続けて 
暖房したいとをは 


タィマー 
予約の取り 
消しかた 


# 


0を再ち巧ず 

•タイマーランプ消巧。 

参運括ランプ点な。 

約2分を自動点乂しまず。 


ft 測 Bia 

•毎曰同じ時刻にお部屋を巧めておさたいとを 
產転スイッチを「入]にし、タイマーポタンを巧 
ずだけで予約でをまず。 

♦タイマー予約勸こタイマーモお時刻を変更したい 
ときは運転スイッチを入れなおし、1目ぺージの 
手お「3」か5や0なおしてください。 


•タイマーモ約時刻について 
寒源プラグを巧いたり、停軍したちちは現巧の時 
刻を設定しなおしてくだをい。タイマー予約時刻 
は一度セットずれば記憶をれまずので、予約しな 
おず必要はあ0ません。 


使いかた 
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卜」音がずる。 


乾いた巧で完全にふき取る。 




•炎に熱せ5れるためでず。 

• 電磁ポンプが動いている音でず。 


•燃焼部の一部が赤 < なる。 


電源プラグをコンセント 
に黃し込む。 


>3時間延長ランプが点灯していません 
か？（消し忘れ消乂装置が作動） 


• 運転ランプが点打しない。 
♦点火しない。 


I 電源プラグが抜けていませんか？ 


>給油タンクが入つていない 


給油タンクを本体に入れる。 


I チャイルド □ ックしていませんか？ 


チャイルド□ックを取り消す。 


給油タンク受、油受皿の水を 
扳<。(0^25、28ページ) 


故障かな？ 

修理-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってもう一度お確かめください。 

現 を 「 原因（まを装置） 1「 姐置方法 


燃焼.溫風空気取入 □ 

フィルターを掃除する。 


換気する。 



異常ではありません。 



お手入れ•保管•その他 
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異常のお巧 6 せと処置のしかた 


デジタル表示に自己診が表示び出たら… 

安全装■が作曲すると、巧巧ランプが点滅し、自曲消乂しまず。また、デジタ J レ表示に故ち•異巧の原因 
(目 S 杉断巧巧1己号）びアルファベットと数宇で点滅ま巧します。 



U 18 

>20秒間音でお知 
5せしまず。 

表示点巧。 
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上記の処置をしても、繰り返し表示ずるときや運転しないときは、表示内容を 
確認して、運乾スイッチを「切」にし、電源プラグをコンセントか5巧いて、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


お手入れ•保管•その化 
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曰常の点巧とお手入れのしかた 



お使いの 

たびに 

点檢を 


周囲の可燃物の確認 

♦本体の周囲に、燃えやずいものが 
ないか巧に確認してください。 



油漏れ•巧のたまり•油のにじみ 

•油漏れのある場合は、巧源プラグをコン 
セントか5巧き、給油タンクを取り出し 
てから、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 



給巧タンクの点検 

•給油□- 口金にをび、をお、回転不良 
および破損があるとをは、 

新しい給油タンク-□金と取り替える。 
お買い上げの販売店にご相談くださし、。 




対漂自動消义装画の点検 

•麵中、本がを水平にゆずって、確実に 
消乂するかおかめる。 
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♦本体が冷えた後、電源プラグをおいてか5巧ってください。 
•窜気部品や安全装置は絶巧に分解.調節しないで<ださい。 


迫1回 
な上 


燃焼* 

空 EffiA 口 
フィルターの掃除 


>ほこりは掃除巧で吸い取る。 

燃焼，温 風 空気 取入ロフィルター 



•取れにくいほこりは曲ブラシなどで 
落としながら、巧除なで吸い取る。 

inmii 

•灯油や灯油でめれたほこりは、お巧に 
巧除機で吸わせないでください。 

室温センサーを巧げないように 
ま意してください。 

•運起中は巧除機で燃焼-通風空気取入口 
フイルターの巧除をしないで<ださい。 
異常燃巧をおこしまず。 


1シー スン 
に 

2〜3回 


給油タンク受の掃除 

•巧巧に水やごみが 
混入ずることび 
あ0まずので、 

下紀にがって 
巧おをしてくだをい。 


巧油タンクまを巧 D 出ず 


2 

3 



な油タンク受の 
ごみや水を巧る 

•給油タンク受を逆さにし、 

新巧紙などの上に置いて取る。 

巧油タンク受を 

をとどお D にセットずる 


1力月に 本体-温風吹出口の掃除 

1同じ i 卜 •ほこりは巧燃*で吸い取る。 

•油や巧れは、家庭巧台所洗剤（中性）を巧めたちのを付けた巧でふき、 
かわいたやわ5かい巧でふき取る。 

• 温風吹出口は、ほこりや白いがびつをををずることがありまずので、 

家庭用台所が剤（中性）を薄めたちのを付けた巧でふき、 

かねいたやわ5かし饰でふを取る。 

お 1111 

•本体をベンジン-シンナーなどでふかないで<ださい。 


定期的に 

お手入れを 


お手入れ•保管•その他 
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曰常の点巧とお手入れのしかた 


巧れたり、 

灯泊が通り 
に<くなつた 

，とき - 

給油 フイルターの 交換 

•巧れたり、な油力觸りにくくなった場合は 
交換して < ださい。 


給油タンク受を取り出し、給油 
フイルターを矢印の方向に押し 
て給油フイルターをはずず 


給油タンク受 



古い 

給油フイ ルター 




2 


給油タンク受の内側にちる突起 
に、新しい餘由フィルターの巧 
を善し化む 


給油タンク受 



新しい 

給巧フィルタ 


r お願い （ NOT に E )1 


給油フィルターは必ず巧り付けてください。 
取り付けないで使用すると、器具の故障の原因 
になりまず。 


1シースンに 
1励 lb 

クリーニング（か5巧き） 

巧油を気化させる部品にたまったタールを、 

か6巧をずることにより取り除きまず。 

次のよラなとさはクリーニングをして<ださ 
し、。（クリーニングはお2時間かかりまず） 
•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき 
•点义しない、炎がルさい、黄义燃焼になる、 
においが強い 

•シースンの終わりでおしまいになるとき 
(またはシーズンの始め） 

油受皿のな油を完全に抜き取5ない 
と空巧きにならずクリーニングでさ 
ません。 

① フアンヒーターを 室かに出ず 

•クリーニング中はにおいや煙び出まず。 

② 給油タンクと給油タンク受を取り出ず 


上ぶた 


油受 m 


給油 

タンク受 


を 

UJ 


③油受皿及び給油タンクの灯油を給油 
ポンプで抜き、巧ききれないときは、 
な油を付属のスボイトで巧く 



④給油タンク受、給油タンクを元通りに 

セツトずる 

•上ぶたを閉める。 

度画* の①〜④が終わった5、 

次ページの mmm へ進んでください。 


2巨 



①里源プラグをコンセントに差し込む 

⑤ 運乾スイッチが「切」になつているか!®認ずる 

•デジタル表示に ruioj 表示しているときは、運転スイッチを「切」にしてください。 

•運転スイッチが「切」でないと、次の操作ができません。 

③ クリーニングボタンを約3秒間ピッと音びずるまで巧しつづける 

•デジタル表示にに三]び表示されまず。 

④ 運巧スイッチを r 入」にずる 

•運転ランプが点灯して、デジタル表示の表示がに互になり、クリーニングを開始します。 

⑥ 励 表示び点滅ずるまで放ちずる(約2時間かかりまず） 

•デジタル表示がに图一に互一に互…とをわり、に图表示び点滅すると、クリーニングは終了でず。 
•油受皿のな油を巧かないとデジタル表おが途中で止まります。 

⑥運転スイッチを「切」にずる 


クリーニングび終わった5 



お願い ( NOTICE ) j 


•誤って不良灯油を使用したために、クリーニ 
ングするとき1回で完全に回復しない場合は、 
2〜3回巧ってください。 

•クリーニングを途中で止めると効果があ0ま 
せん。 - I 〔口 j - 表示になるまで巧ってください。 


ti 測 Bia 

•クリーニング中に移動したりずると表示が点滅状態に 
なり、運原を停止します。運転スイッチを「切」にし、 
再度手順③か5やり直してください。 

•クリーニング中は電磁ポンフの空巧ち音（ポコポコ） 
びし、送風になりまずが、異常ではありません。 
•クリーこング中「カチッ」 r カチッ」と音がして、照明び 
一瞬愛化ずることがありまずが、異常ではありません。 
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曰常の点なとお手入れのしかた 


ぐ デジか馈況こ I 
rH 31 〜 H 3 引を 


赫したとき 


油受皿に水がたまって 
いる場合びありまず 


■油受皿の水の確認のしかた 

明るい場所で、給油タンク受を取り、油受皿の中を見ると灯油と水 
び分雜して二重に見えます。このようなときは、油受皿に水がたま 
つていまずので、下記の手順にしたびって、油受皿の水巧さをして 
<ださい。 


1 市販の巧巧ポンプと巧属の 
スポイトでな油を巧を巧る 

•巧いたな油の処分は、巧油をお買いホ 
めになった販売店にご相談ください。 


2 な油タンクまをセットし、 
巧油タンクに巧しいな巧を 
巧油する 


〇巧油タンクを本体にセットし、 
〇約 1 分待つて追ちスイッチを 
ITJ にし、再点义ずる 

•このとき白煙が出ることがあります。 



4 1 回で点义しなかつたち合、 
再び点义 11 作ずる 


定期点巧について 


n 


謂点検の 
おずずめ 
(2 シー スン ! r 
1回） 


長期間ご使用になりまずとな器の点檢が必要になりまず。 

2シーズンに1回程度、シーズンお了をなどに、お頁い上げの販売店または修理資裕ち【お団法人日本石油 
燃焼機器保守協会 (TEL 03-3499-2928) で巧う技術管理講習会修了春（石油な器技術管理±)など】 
のいる販売店などにご相談され、点巧依巧をれることをおずずめしまず。 


2吕 


部品交換について 


产 I 


お質い上げの 
臓店へ 
で臟ください 


1 


W 


被巧したものはながに綱しないでください 


咬換部品は石油フアンヒーターをお買し1上げの販売店でお求めくだをい。必ず、純正部 
品をお使いください。 

不完全な修理はを険でず。お買い上げの販売店または財団法人日本石油燃燃機器保す協 
会で行う技術管理講習会修了者（石油傑器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受けください。 


消耗-劣化しやずい部品 

•使用巧間により交巧び必要な部品 •を質打油、不巧む油の使用によりお化しやずい 

電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、 部品 

タンク受フィルター、電磁ポンフフィルター、 給油フィルター、堀弦ポンフ、気化器、 

アースリング 温風吹出□、更磁ポンプフィルター、 

ソレノイド 

別売品 

給油フィルター 
が油□□金 
給油タンク（口金付） 


保管のしかた 



1 給油タンクを取り出し、巧油を巧き取る 

•水、ごみを残をない。（さび、巧あきの原因に) 

2 給油タンク受の巧除をずる 

•25 ぺージの手順 ri 」 と 「2 J のみ巧ラ。 

3 消义ずるまでおやし切り、油受皿巧の巧巧を付属 
のスボイトで巧を取る 

•水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に) 
参急ぐ場をは市販の給油ポンフで油を巧ぐ。 


4ク品 


ニング（か5烧を）ずる 
26ぺージ） 


•パーナーの寿命を延ばし、長く 
ご使用いただくためでず。 


K 本巧、燃規•温風空気取入□フイルター、 
U 温頭氏出口を巧除ずる 

(0^2 曰ぺージ） 


C 巧巧コードをまね、付属のスポイトと 
U ともにコードホルダー塞し込み巧に 
をし込む 
(0^7 ページ） 

〇巧巧!した場巧に保含ずる 
f •傾けた0、横倒しにしない。 


•灯油の廃棄 
•本体の廃棄 


な油の巧棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 
本体の廃ま処分は、給油タンク、油受皿のな油を巧いてください。 




















































仕な 


型式の呼び 

AKF - S 324 N 

種 巧 

気化式.強制通気お.強制巧流お 

点义方式 

离圧放 巧 自動点乂 

使用燃料 

灯油 (JIS K 2230 1 号な油） 

巧房出力 

最大 

欄 3.22 kW 

»ル 

niJ 0,81 kW 

燃料消費 ■ 

«大 

rSMJ 3.22kW(0.313L/h) 

9ル 

rp」 0.81kW(0.07 目 L/h) 

油タンク 容量 

已 .OL 

が 施 HI 搞時巧 

最大 

お 

16.0時間 

最ル 

弱 

63.3 時間 

標準適室 
(暖房のめやず） 

約 15 •〇〜 20.0m2 (9 〜12畳） 

ち お 電圧 及び周波数 

AC 100 V 已0/60 Hz 

定格消費ち力 

最大消費電力（点乂時） 610 W /610 W 

燃焼時消費電力 吕2 W/ 20 W 

待機時消費電力 1 .0 W / 1 .0 W 

騒音 
(正面） 5 SS 

最大 

強 

37祀 

最ル 

顯 

24 dB 

巧全装置 

対 巧 自動消乂装置-不完全燃焼防止装置 
点义安全装置-停畢安全装置-過熱防止装置 
消し忘れ消义装置-給油時消义装置 

が形寸法 

离さ408 mm X 幅407 mm x 奥行289 mm (置台を含む） 

資 置 

8.6 kg 

付属品 

スポイト 


※騒音の数個ホ J ほ測定法ほ303 1) に基づく測定値でず。 
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保証とア フターサー ビス 


保証書について 

添付しております保記書は販売店でお渡ししますから、所定事項の記入および記載巧容をご確認のラえ保管して 
<ださい。 


保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 


• 保証書の記載内容によりお買い上げの販売店げ修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧ください。 
•保証期間が過ざてからの修理については、お買い上げの販売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの希望により有料修理いたします。 


この取扱説明•と本がに表示をれている巧止寧巧-を規 P 項および通常使用に反して使用され 
た巧合の巧 K • 事巧は補償いたしません。 ， 


補修部品の保有期間について 


石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切0を、6年でず。 


♦性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


拓居される場合 

♦輕居のときなど車で運搬ずる場合は、給油タンクを抜き、油受皿のな油を抜き、横倒しや斜めにしないで 
運搬してください。振動や傾いたとさに灯油びちれまず。また故障の原因にわなります。 


お手入れ•保管•その他 


31 




































